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小 論 文 
 

時間：10：00～11：00 
 
 
問題  文章を読んでの自身の考えを述べなさい。 
 

 デジタルネイティブ世代の若い人は、スマートフォンを通話機能としては使わない、

「電話恐怖症（電話に出ることやかけることを恐れたり苦手意識を持っていること）」

の人が増えていると言われています。 
 一方で、自殺のニュースが報道されるたびに、「よりそいホットライン」「いのちの

電話」「チャイルドライン」などの電話番号が必ず紹介されます。また、コロナ禍で対

面相談ができなくなった時期には、電話相談が大いに活用されました。 
 現在、精神保健福祉相談、子育て支援相談、教育相談、妊娠・妊産婦相談、産業メ

ンタルヘルス支援相談、人権（子どもを含む）相談など、多様な領域と職種により「電

話相談」が行われています。なお、電話相談では相談者を「かけ手」と称することが

少なくありませんが、本稿では「クライエント」と表記しています。 
 
 電話相談の始まりは、みなさんがよくご存知の「いのちの電話」です。1953 年に英

国国教会牧師チャド・バラーにより、孤独のなかで絶望し、自殺すら考えている人た

ちのために、「 よき隣人（新約聖書）」として話し相手になる「befriending」という

考えのもとで始まりました。日本ではドイツ人宣教師ルツ・ヘットカンプ女史を中心

として準備され、1971 年に「東京いのちの電話（社会福祉法人いのちの電話）」を開

設しています。現在では、すべての都道府県に「いのちの電話」が設置されており、

日本いのちの電話連盟も結成されています。 
 いのちの電話の相談員は、市井の人々、非専門家であることが大きな特徴です。と

はいえ、1 年～1 年半の養成研修を受け認定されます。365 日、24 時間（すべての地

域が 24 時間ではない）、月 2～3 回程度、決められた時間帯を担当し、継続的な研修

も受けています。東日本大震災の折には、被災された相談員が担当のために事務所に

いらしたというエピソードもあり、私も感銘を受けました。研修には専門家として臨

床心理士がお手伝いさせていただいています。 

この部分に記載されている文章については、

著作権上の問題から公表することができません。



 1970 年代には、「エンゼル 110 番」「ダイヤルフレンド（西来武治による仏教カウ

ンセリング）」なども開設され、さらに 1980 年代以降は公的機関に電話相談が次々と

設置されるようになりました。 
 当初は、電話で相談やカウンセリングはできないだろう、との批判的な意見もあり

ましたが、今日では臨床心理士も積極的に電話相談に関わっています。 
 
 電話相談の特徴は、いつでも（即時性）、どこからでも（広域性）、簡単な操作で（親

和性）、対面相談のように交通費や移動時間も省け（経済性）、未知のカウンセラーに

会う心理的負担もなく、相談可能な点です。 
 だからこそ、今死のうとしている方への自殺予防、叱咤して泣いている子どもを傍

に親御さんが相談できる子育て支援、安全を守ることが最優先の被災者支援などに活

用されているのでしょう。特にコロナ禍、さまざまな非対面相談を体験したカウンセ

ラーは、クライエントにとって、予約の手間や交通手段を使ってアウェーな「相談場

所」に来ることがどんなに負担であったかを理解することができたように思います。 
 電話相談はクライエントの体格、服装、表情、顔色、身振り、雰囲気などの視覚情

報を得られませんから、声のトーンや大きさ、調子、言葉遣いや息遣い、間、声の文

脈などから、クライエントとその状況を想像することになります。実際会ってみたら、

全然想像と違ったということは多くあると思います。 
 カウンセラーも、ただ無言でうなづいたり表情を変えてもクライエントには伝わり

ませんから、しっかり声にすることが必要になります。     ＜後略＞ 
 

岩田淳子（2024） 心理臨床の広場 17(1) より抜粋 

 
以上  
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2025 年度大学院人文学研究科臨床心理学専攻 

社会人入学試験（1 期） (2024 年 9 月 5 日） 

 
 

専 門 ・ 英 語 
 

時間：11：20～12：20 
 

＊ 英和・和英辞典持込可（電子辞書不可）＊ 
 
 
第 1 問． 以下の問いに答えなさい．（各 30 点） 
 
（１）回想法について、その対象と方法や意義について説明しなさい。 

 

（２）家族関係アセスメントは、何のためにどのようになされ、どう活用されるものかを

説明しなさい。 

 
 
 
第 2 問． 以下の心理学用語の中から 1 つ選び，説明しなさい．（10 点） 
 
（１） 母集団  
 
（２） 学習の転移  
 
（３） 存在脅威管理理論  
 
（４） 老年期超越  
 
（５） サイコロジカルファーストエイド  
 
（６） 生徒指導 
  



第 3 問． 以下の英文を全文和訳しなさい．（30 点）  
  
Generalization, stimulus  
The tendency for stimuli similar to the original stimulus in a learning situation to 
produce the response originally acquired. Generalization gradients are typically found 
when the stimuli are systematically varied: the more dissimilar a stimulus is from the 
original, the less likely the response.   
  
出典 Reber,AS, et al. (2009). Penguin Dictionary of Psychology (4th ed.). Penguin 
Books Ltd. P. 322.  

 
以上  

 


